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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 2,414 16.1 △82 ― △55 ― △56 ―

2021年3月期第3四半期 2,079 △31.7 △145 ― △89 ― △112 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　△44百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△58百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 △72.71 ―

2021年3月期第3四半期 △146.01 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 5,143 2,226 43.3

2021年3月期 4,487 2,270 50.6

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 2,226百万円 2021年3月期 2,270百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 22.9 0 ― 20 ― 10 ― 12.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「2．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 784,300 株 2021年3月期 784,300 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 10,987 株 2021年3月期 10,921 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 773,338 株 2021年3月期3Q 773,459 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資

料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種が進み、緊急事態宣言の解

除による人出の回復によって個人消費も持ち直し、経済社会活動の正常化に向けた動きが見られるようになりまし

た。しかしながら、世界的な半導体供給不足の影響や各種材料の生産納期の悪化が顕著となってきたことで、先行き

は依然として不透明な状況となっております

このような経済状況の中で、当社グループとしては、新規顧客の獲得、新しい価値提供を目的とした新製品・新技

術の開発に注力するとともに、競争力強化のためのサプライチェーンの構築・コスト低減などの取り組みに注力し、

受注・売上の確保に努めてまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は2,735百万円（前年同四半期比2.7％増）、売上高は2,414百万円

（前年同四半期比16.1％増）となりました。損益については、営業損失82百万円（前年同四半期は営業損失145百万

円）、経常損失55百万円（前年同四半期は経常損失89百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失56百万円（前年

同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失112百万円）の計上となりました。

今後におきましては、新型コロナウイルス変異株の感染拡大による消費ならびに生産活動の停滞や半導体不足の供

給逼迫や原材料価格の高騰などにより設備投資の慎重化が懸念されます。当社グループとしましては、納期対応に全

社を挙げて対処し売上の確保に努めてまいります。また、中長期の成長につながる投資・次世代自動車・デジタル化

需要・DXを活用した合理化・省力化向けのニーズに対して積極的な提案営業を行い、受注の確保に努めてまいりま

す。

以下主なセグメントの業績についてご説明申しあげます。

（電源機器）

電源機器につきましては、電池業界、自動車関連業界ならびに電子部品業界などを中心に様々な個別の仕様にお応

えし、通信機能搭載などの差別化に取り組んでまいりました。その結果、受注高は1,017百万円（前年同四半期比30.1

％増）、売上高は963百万円（前年同四半期比41.3％増）となりました。

今後につきましては、カーボンニュートラルに寄与する回生型充放電装置、高効率電源などの製品の更なる改良を

進め、受注・売上の確保に努めてまいります。

（表面処理装置）

表面処理装置につきましては、自動車関連業界、電子部品業界などを中心に新規および更新需要の掘り起こしに注

力してまいりましたが、受注高は744百万円（前年同四半期比26.1％減）、売上高は552百万円（前年同四半期比8.1％

減）となりました。

今後につきましては、IoT技術を活用した予防保全システムであるCCCS-M（当社グループ商品名）の提案を行い、ま

た、既存装置の省力化・省人化ニーズにお応えする改良・改善提案により受注・売上の確保に努めてまいります。

（電気溶接機）

電気溶接機につきましては、国内市場においては自動車関連業界、鋼製家具業界などを中心に、新規及び更新需要

の掘り起こしに注力してまいりました。また、海外市場においても海外代理店との連携を密にして電子部品業界を中

心に拡販に努めてまいりました。その結果、受注高は437百万円（前年同四半期比5.3％増）、売上高は468百万円（前

年同四半期比34.4％増）となりました。

今後につきましては、自動車関連業界および鋼製家具業界を中心に、改造・メンテナンス等を含めた様々なニーズ

にお応えするとともに、コスト低減に力を入れ受注・売上の確保に努めてまいります。

（環境機器）

環境機器につきましては、機能改善を果たした新製品の投入により、受注高は174百万円（前年同四半期比6.1％

増）、売上高は168百万円（前年同四半期比7.0％減）となりました。

今後につきましても、安定的な供給に取り組んでまいります。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて18.3％増加し4,136百万円となりました。これは、主として現金及び預金

が228百万円、仕掛品が504百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.7％増加し1,007百万円となりました。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて14.6％増加し5,143百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて41.5％増加し2,376百万円となりました。これは、主として支払手形及び

買掛金が312百万円、契約負債が398百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.7％増加し541百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて31.6％増加し2,917百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.0％減少し2,226百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年10月29日に公表いたしました内容を修正しております。詳細に

つきましては、本日公表の「通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ」をご参照願います。

記載の業績予想数値につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績は今後様々な要因によ

り業績予想とは異なる可能性があります。実際の業績に与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市

場動向等が考えられます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,435,331 1,663,834

受取手形及び売掛金 908,707 694,453

電子記録債権 403,644 425,856

商品及び製品 74,300 57,438

仕掛品 523,669 1,027,929

原材料及び貯蔵品 90,060 129,006

その他 61,699 137,864

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 3,497,112 4,136,085

固定資産

有形固定資産 285,997 292,842

無形固定資産 79,253 64,527

投資その他の資産 625,083 650,039

固定資産合計 990,334 1,007,409

資産合計 4,487,446 5,143,494

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 529,015 841,352

短期借入金 740,000 740,000

未払法人税等 3,786 5,549

契約負債 - 549,207

その他 406,989 240,137

流動負債合計 1,679,791 2,376,247

固定負債

長期借入金 40,000 40,000

役員退職慰労引当金 113,750 -

退職給付に係る負債 275,271 262,395

その他 108,036 238,658

固定負債合計 537,057 541,054

負債合計 2,216,848 2,917,301

純資産の部

株主資本

資本金 503,000 503,000

資本剰余金 225,585 225,585

利益剰余金 1,379,776 1,323,545

自己株式 △16,077 △16,169

株主資本合計 2,092,284 2,035,961

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 172,510 181,517

為替換算調整勘定 5,803 8,714

その他の包括利益累計額合計 178,313 190,231

純資産合計 2,270,598 2,226,192

負債純資産合計 4,487,446 5,143,494
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 2,079,277 2,414,803

売上原価 1,595,437 1,853,986

売上総利益 483,840 560,817

販売費及び一般管理費 629,754 642,917

営業損失（△） △145,913 △82,099

営業外収益

受取利息 446 690

受取配当金 6,879 7,352

為替差益 - 63

持分法による投資利益 6,881 -

雇用調整助成金 44,428 -

補助金収入 - 19,617

その他 3,726 4,391

営業外収益合計 62,362 32,114

営業外費用

支払利息 4,719 4,766

為替差損 258 -

その他 479 1,082

営業外費用合計 5,456 5,849

経常損失（△） △89,007 △55,834

特別利益

固定資産売却益 9 49

投資有価証券売却益 - 5,565

特別利益合計 9 5,615

特別損失

固定資産処分損 15 46

特別損失合計 15 46

税金等調整前四半期純損失（△） △89,012 △50,265

法人税、住民税及び事業税 1,443 1,408

法人税等還付税額 △6,686 -

法人税等調整額 29,161 4,556

法人税等合計 23,918 5,965

四半期純損失（△） △112,931 △56,230

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △112,931 △56,230

　



株式会社中央製作所(6846) 2022年３月期第３四半期決算短信[日本基準](連結)

6

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純損失（△） △112,931 △56,230

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 54,404 9,006

為替換算調整勘定 △143 2,910

その他の包括利益合計 54,261 11,917

四半期包括利益 △58,669 △44,313

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △58,669 △44,313

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従

来、販売手数料として販売費及び一般管理費に計上していた、顧客に支払われる対価の一部を、売上高から控除

して表示する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、収益認

識会計基準等の適用による、当第３四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」

に表示していた「前受金」は、当第３四半期連結会計期間より「契約負債」として表示しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、

前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が四半

期連結財務諸表に与える影響はありません。
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

(1)生産実績

当第３四半期連結累計年度における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

電源機器 1,108,195 39.7

表面処理装置 969,202 40.6

電気溶接機 485,525 5.0

環境機器 178,635 △6.9

その他 317,664 △12.7

合計 3,059,224 22.3

（注）１ 金額は、販売価格によっております。
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2)受注実績

当第３四半期連結累計年度における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）

電源機器 1,017,658 30.1 490,179 22.2

表面処理装置 744,150 △26.1 1,002,452 26.6

電気溶接機 437,930 5.3 150,429 △32.9

環境機器 174,942 6.1 42,098 11.8

その他 361,210 22.3 196,363 9.1

合計 2,735,892 2.7 1,881,523 15.1

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

当第３四半期連結累計年度における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

電源機器 963,022 41.3

表面処理装置 552,839 △8.1

電気溶接機 468,148 34.4

環境機器 168,515 △7.0

その他 262,277 △1.7

合計 2,414,803 16.1

(注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　


